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１．研究計画の概要 
多変数保型形式の最も興味ある部分である、
高次元モジュラー多様体のコホモロジー群
と関係するものの研究の基礎的部分を作る。 
 
 
２．研究の進捗状況 
GL(n,R)の主系列Whittaker関数の明示公式
を得た（石井卓との共著論文）；GL(3,C)の場
合も同様の結果を得た（平野幹との共著）。
モジュラーサイクルの Green カレントに関
して、余次元が大きい場合に結果を得た（都
築正男との共著）。SU(2,2)の中間離散系列表
現の行列係数の漸近展開を求めた（古関春
隆・早田知孝博との共著） 
 
 
３．現在までの達成度 
解析的な部分は、想定以上に進展している。
次の目標と書いた、跡公式研究につながる部
分も一部できている。 
 
 
４．今後の研究の推進方策 
幾何的な方向で、さらに結果を得たい。小
平・佐武の研究のいわば「後継研究」になる、
超越的な代数幾何的な結果を視野に入れた
い。 
 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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